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（箱ひげ図から分布の特徴を読み取ることができるかどうかをみる問題） 

（１）課題が見られた問題について 

「どの高さからコマを回すとより長い時間

回るのか」について考える場面で、「中位置

と高位置の箱ひげ図の箱が示す区間にふく

まれているデータの個数と散らばりの程度

について正しく述べたものを選ぶ」という 

問題でした。この問題は、半数以上の生徒

が箱ひげ図が示す分布の特徴を読み取る 

ことができていない、という傾向が見られ 

ました。 

このような問題に対応するためには、  

箱ひげ図から何が分かるのかを理解し、 

読み取る力が必要です。しかし、多くの生徒

は箱ひげ図の視覚的な見やすさから、直感

的な理解に留まり、データの個数の特徴ま

で考えを深めることができていないために  

適切に解答することができなかったのでは

ないかと考えられます。 

 

（２）指導の改善・充実に向けて 

ウの誤答が多かったことから、箱ひげ図

の箱で示された区間には､全データのうち 

中央値を中心とする約半数のデータが含ま

れることや､箱ひげ図の箱やひげの長さに 

よらず､四つの区間には、均等にデータの 

個数が含まれることを､箱ひげ図とドット  

プロットを並べて示すなど､データの傾向と 

散らばりについて確認することが大切だと  

考えられます。また、箱ひげ図に表すことで

失われる情報があることから必要に応じて

ヒストグラムなどと合わせて、データの分布

の特徴を考察することも大切です。 

本調査問題からは、箱ひげ図の特徴を 

知り、データの分布の傾向を読み取って  

判断し、その理由を数学的な表現を用いて的確に説明することが大切です。 

そのためには、日常生活や社会の事象を題材として、問題解決の計画を立て、データを収集・  

処理し、傾向を捉え、結果を分析するという一連の活動を充実させることが必要であると考えられ 

ます。 
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（筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明することができるかどうかをみる問題） 
 

（１）課題が見られた問題について 

はじめに示された長方形ＡＢＣＤの辺の長さを 

いろいろに変えても∠ＥＢＦの大きさは、いつでも 

６０°になることを見いだし、この事柄が成り立つ 

理由を、これまでに示された内容を整理しながら 

図形の性質や関係を用いて、筋道を立てて考え、

数学的に説明する問題です。 

事柄の説明に三角形の合同や三角形の内角の

和が根拠になることは理解できているものの、それ

らを用いて筋道を立てて説明を構想することが 

できていない生徒が多くみられます。また、結論を

用いて事柄の成り立つ理由を示している生徒や、

説明の根拠となる図形の性質を見いだせず説明の

見通しがもてないまま無解答である生徒が全国と

ほぼ同程度見られます。示された図形の性質を 

根拠に、どのように筋道を立てて説明を構想すれ

ばよいか、見通しの立て方に課題があると考えられ

ます。 

 

（２）指導の改善・充実に向けて 

図形領域においては、本調査問題のように長方

形の辺の長さを変えたり、平行四辺形に変えたりし

て、問題の条件を一部変更しても同じことがいえる

のか、自ら進んで統合的・発展的に考えることが重

要です。例えば、１人１台端末を利用しながら、∠Ｅ

ＢＦの大きさは、いつでも６０°になるのではないか

と驚きをもって予想し、その理由を主体的に追究す

る姿を期待したいものです。 

本調査問題からは、結論を導くために何が分か

ればよいかを明らかにしたり、与えられた条件を整

理したり、着目すべき性質や関係を見いだし、事柄

が成り立つ理由を数学的に説明できるようになる

ことが必要になります。そのための指導の改善・充

実の方向として、同じ辺や角に印を付けることで図

形の性質や関係を直感的に捉え、説明の見通しや

構想を立てることが容易になると考えられます。さ

らに、他者との話し合い活動を通して、前提となる

条件や正しいと認めた事柄を確認し、説明しようと

する事柄を明らかにしながら、説明の構想を仲間と

練り上げていく活動を取り入れることや、自己の追

究の過程を仲間と振り返ることも大切だと考えられ

ます。 
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